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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2018 年 

  1 月 

 

282号 

一
般
財
団
法
人 

  

経
済
調
査
会 

理
事
長 

望
月 

常
好 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋 

六
‐
一
七-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
二
二 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
三
七 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他  

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す 

 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

サ
ン
コ
ー
機
材
株
式
会
社 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一
‐
七
‐
一  

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
五
一
六 

秋
川
支
店-

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 
 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
〇
九 

 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 
 

 
 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

         
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

                          

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 
 
   

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 

 
 
  
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

        
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八   

 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

  

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八

王

子

鈴

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電
話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

 
家
葬
儀 

法
事 

生
前
＆
遺
品
整
理 

故
人
様
ご
安
置  

自
社
斎
場 

公
営
斎
場 

寺
院 

他
で
の
葬
儀
承
り
ま
す 

 
葬

儀

の

そ

う

し

ん 
 

 
 

自
社
式
場
使
用
料
無
料 

 
 
 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 
〇
一
二
〇-

〇-

四
五
四
六
四   

 

                               

 

謹

賀

新

年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

  
 
 

年 
頭 

所 

感 
 
 

 
 
 

 
 

理
事
長 

 

細 

沼 

順 

人 

「
中
小
建
設
業
の
育
成
・
強
化
を
」 

自
由
民
主
党
副
幹
事
長
、
団
体
総
局
長 

衆
議
院
議
員 

 

井 
上 

信 

治 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

  

田 

村 

利 

光 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

細
沼
順
人
理
事
長
を
は
じ
め
西
多
摩
建
設
業
協
同

組
合
の
皆
さ
ま
が
日
々
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

昨
年
の
衆
議
院
総
選
挙
で
は
皆
さ
ま
か
ら
も
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
連
続
六
回

目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
皆

さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
選
挙
後
も
引
き
続
き
建
設
関
連
団

体
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
と
自
民
党
と
の
連

携
の
総
責
任
者
で
あ
る
団
体
総
局
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
。
景
気
回
復
を
地
方
や
中
小
企
業
に
ま
で

波
及
さ
せ
る
べ
く
、
建
設
業
界
か
ら
頂
い
た
ご
要

望
も
予
算
に
反
映
致
し
ま
し
た
。
公
共
事
業
に
関

し
て
は
本
年
も
当
初
予
算
案
に
六
年
連
続
の
増
額

と
な
る
約
六
兆
円
を
計
上
で
き
ま
し
た
。
財
政
投

融
資
を
活
用
し
首
都
圏
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
加
速 

さ
せ
る
ほ
か
、
繁
忙
期
の
負
担
を
緩
和
さ
せ
る
べ

く
事
業
時
期
の
平
準
化
等
に
も
継
続
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
補
正
予
算
に
も
約
一
．
三
兆
円

の
公
共
事
業
費
を
盛
り
込
み
、
災
害
復
旧
や
防

災
・
減
災
対
策
を
推
進
致
し
ま
す
。
昨
今
は
西
多

摩
で
も
残
念
な
が
ら
毎
年
の
よ
う
に
台
風
や
豪

雪
等
で
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
復
旧
等
の
場
面

で
も
皆
さ
ま
に
遺
憾
な
く
お
力
を
発
揮
し
て
頂

け
る
よ
う
、
万
全
を
尽
く
し
ま
す
。 

東
京
都
に
お
い
て
は
、
再
来
年
に
迫
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公
共
事
業

は
工
事
の
完
成
だ
け
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は

な
く
、
中
小
企
業
の
育
成
・
強
化
や
担
い
手
の
確

保
も
目
的
と
す
る
、
総
合
的
な
社
会
政
策
の
一
つ

で
す
。
単
に
「
安
け
れ
ば
良
い
」
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
工
事
の
高
い
品
質
の
確
保
は
も
ち
ろ

ん
、
受
注
者
の
適
正
な
利
潤
の
確
保
や
中
小
企
業 

の
受
注
機
会
の
拡
大
に
も
配
慮
す
べ

き
で
す
。
こ
の
趣
旨
は
、
私
が
自
民

党
「
公
共
工
事
品
質
確
保
に
関
す
る

議
員
連
盟
」
の
一
員
と
し
て
成
立
に

尽
力
し
た
「
担
い
手
三
法
」
等
に
お

い
て
も
明
確
に
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
東
京
都
の
入

札
・
契
約
制
度
変
更
に
つ
い
て
は
私

も
自
民
党
東
京
都
連
政
調
会
長
と
し

て
特
に
憂
慮
し
て
お
り
、
都
民
の
た

め
実
態
を
踏
ま
え
た
適
切
な
見
直
し

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
年
度
に
は
、
武
蔵
野
橋
付
近
の

国
道
十
六
号
線
の
拡
幅
工
事
が
ほ
ぼ

完
成
致
し
ま
す
。
今
後
も
西
多
摩
に

お
い
て
、
災
害
対
策
や
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
対
策
を
一
層
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
お
約
束
す
る
と
共
に
、
本
年

が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
員
の
皆
様
、
新
年
あ

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
昨
年
は
、
三
月
に
東
京
都
財
務
局
よ
り

「
入
札
契
約
制
度
改
革
の
実
施
方
針
」
が
発
表
さ

れ
、
ま
た
大
き
な
選
挙
が
重
な
り
、
我
々
建
設
業

界
は
本
業
に
集
中
し
に
く
い
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。 ま

た
六
月
よ
り
試
行
さ
れ
た
都
の
入
札
制
度

改
革
の
中
で
も
特
に
問
題
視
し
て
い
た
Ｊ
Ｖ
結

成
義
務
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
懸
念
し
て
い
た
通

り
、
西
多
摩
を
代
表
す
る
大
型
案
件
で
あ
る
梅
ケ

谷
ト
ン
ネ
ル(

仮
称)

整
備
工
事
に
お
い
て
二
十

六
社
も
の
応
札
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
西
多
摩
の
地

元
企
業
と
Ｊ
Ｖ
を
結
成
し
た
の
は
、
わ
ず
か
に
三 

社
で
、
十
七
者
は
ゼ
ネ
コ
ン
単
独
に
よ
る
も
の
で 

あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
我
々
は
、
土
砂
災
害
や
積
雪
に
よ
る

災
害
リ
ス
ク
が
高
い
西
多
摩
に
お
い
て
、
地
域
特

性
を
知
り
尽
く
し
た
熟
練
の
技
能
者
を
配
し
、
重

機
や
ダ
ン
プ
も
備
え
て
い
る
「
地
域
の
守
り
手
」

と
し
て
積
極
的
に
そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
都
の
取
り
組
み
は
災
害
に
対
す
る
備

え
が
疎
か
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
西
多
摩
の
守
り

手
の
存
続
を
も
危
う
く
す
る
も
の
で
す
。 

こ
れ
ら
に
対
し
、
地
域
建
設
業
界
を
代
表
し
て

小
池
都
知
事
に
「
改
悪
」
撤
廃
を
強
く
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
建
設
業
界
は
強
い
危
機
感

を
も
ち
、
疑
心
暗
鬼
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
伝

え
ま
し
た
。
試
行
後
、
入
札
不
調
が
前
年
度
よ
り

二
割
も
増
え
て
お
り
、
制
度
不
良
で
あ
る
こ
と
は 

明
ら
か
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
入
札
契
約 

制
度
の
正
常
化
を
強
く 

求
め
て
い
く
所
存
で
ご 

ざ
い
ま
す
。 

一
方
、
昨
年
も
当
組 

合
は
西
多
摩
の
保
育
園
を
訪
問
し
、

将
来
の
地
域
の
守
り
手
と
な
っ
て
も

ら
う
べ
く
、
園
児
と
触
れ
合
っ
て
き

ま
し
た
。 

昨
年
末
か
ら
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
よ
る

リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
の
受
注
調
整
事

件
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い
ま
す
。 

将
来
の
建
設
業
を
担
う
子
供
た
ち
に

胸
を
張
っ
て
そ
の
使
命
を
伝
え
ら
れ

る
組
合
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
残
り

の
任
期
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
切
な

仲
間
で
あ
る
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁

栄
を
祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
健
や

か
な
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ 

上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

特
に
、
夏
の
都
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
は
、
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ 

 
 
 
 
 
 

（
２
面
に
つ
づ
く
））  
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 株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス

 

代
表
取
締
役 

 

森
屋 

光
石 

立
川
市
柴
崎
町
三
丁
目
十
三
番
一
九
号 

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
五 

 

株
式
会
社  

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

   
 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

有

限

会

社  

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

田 

村 
 

栄 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  
 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠
原 

嗣
雄 

 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

 
 

昭
石
加
工
株
式
会
社 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 
 
 
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  
 
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

   

建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

高
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
四 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑
順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

      

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

落
石
対
策
・
法
面
保
護
工
事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

         

電
話 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

         

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
健
康
診
断
・
産
業
医 

医
療
法
人
社
団 

新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

理
事
長 

高 

木 
 
 

敏 
 

青
梅
市
新
町
三
‐
五
十
三-

五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
七
七
七 

 

 

 

謹

賀

新

年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

 新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 

森 

村 

隆 

行 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 

清 

水 

や
す
こ 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

細
沼
理
事
長
は
じ
め
役
員
の
皆
様
並
び
に
組

合
員
の
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
都
政
に
対
し
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
域
の
発
展
及
び
地
域
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
安
全
・
安
心
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
活
発
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
成
功
に
向
け
た
助
走
の
た
め
の
大
切
な

一
年
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
メ
イ
ン
会
場
と
な

る
特
別
区
内
と
比
較
し
、
西
多
摩
地
域
に
ど
れ
ほ 

ど
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
効
果

が
あ
る
の
か
は
未
知
数
で
す
。
私
は
西
多
摩
地

区
選
出
の
議
員
と
し
て
、
西
多
摩
地
域
も
世
界

の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
西
多
摩
の
観
光
資
源
を
も
っ
と
認
知
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

貴
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
一
層
の
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
私
は
昨
年
の
都
議
選
の
際
、
女
性
の

活
躍
で
き
る
街
づ
く
り
を
公
約
に
掲
げ
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
を
そ
の
実
現
の
た
め
の
一

年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
日
、
新
聞

で
「
建
設
現
場
で
働
く
女
性
が
増
え
、
お
し
ゃ

れ
な
デ
ザ
イ
ン
の
作
業
服
が
登
場
し
て
い
る
」

と
い
う
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
西
多
摩
地
域
で

も
建
設
現
場
で
働
く
女
性
が
増
え
て
お
り
、 

人
材
不
足
解
消
の
切
り
札
に
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
女
性
の

雇
用
促
進
の
た
め
、
そ
し
て
建
設
業

界
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、
有
効

な
政
策
を
打
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
現
場
の
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
よ
り
良
い

西
多
摩
を
作
る
た
め
、
皆
様
と
一
緒

に
走
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
貴

組
合
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
、
ま
た
組
合
員
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
充
実
し

た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
員
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
都
政
に
対
し
て
多
大
な

る
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
地
で
頻
発
す
る
地

震
や
噴
火
、
ま
た
度
重
な
る
台
風
の
襲
来
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
の
発
生
な
ど
を

受
け
、
西
多
摩
地
域
に
お
き
ま
し
て
も
「
災
害
に

強
い
都
市
作
り
」
や
「
有
事
の
際
の
迅
速
な
復
旧
」

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
安
定
や
発
展
に
向

け
た
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 昨

年
の
夏
、
都
議
会
議
員
と
し
て
の
任
期
が
始

ま
っ
て
か
ら
約
半
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
間
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
な
が
ら
西
多 

 

摩
地
域
の
発
展
に
向
け
た
各
種
施
策
の
種
ま

き
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
都
心
エ
リ
ア
の
発
展
は
著
し
く
、
西
多
摩
地

域
と
し
て
も
こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
地

域
の
魅
力
や
価
値
を
国
内
外
に
発
信
で
き
る

よ
う
、
地
域
選
出
の
議
員
と
し
て
全
力
で
務
め

を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。
東
京
都
の
平
成
三
十

年
度
予
算
案
に
も
小
池
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
下
、
多
摩
地
域
発
展
の
た
め
の
施
策

「
市
町
村
総
合
交
付
金
の
大
幅
増
額
」
な
ど
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
各
種
施

策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
参
る
所
存
で
す
。 

さ
て
、
少
子
高
齢
化
を
急
速
に
迎
え
る
日
本

の
中
で
、
東
京
に
お
い
て
も
二
〇
二
五
年
か
ら

人
口
減
少
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が
確
実
視
さ

れ 
れ
て
い
ま
す
。
道
路
や
橋
梁
、
下
水

道
な
ど
老
朽
化
す
る
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
修
繕
や
更
新
に
か
か
る
費
用

は
莫
大
な
も
の
と
試
算
さ
れ
て
お

り
、
東
京
の
「
持
続
可
能
な
発
展
」

の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
方

法
で
は
い
ず
れ
行
き
詰
ま
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
東
京
の
未
来
に

向
け
た
都
市
整
備
に
向
け
、
引
き
続

き
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
貴
組
合
並
び
に
会
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

を
始
め
、
様
々
な
形
で
こ
の
『
道
』
を
寸
断
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
入
札
制
度
に
つ

い
て
は
、
よ
り
良
く
、
安
く
、
し
か
し
請
負
業

者
様
が
し
っ
か
り
と
利
潤
を
得
て
、
さ
ら
に
談

合
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
、
い
く
つ
も
の
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
諸
先
輩

方
が
長
年
に
わ
た
り
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
一
夜
に
し
て
ま
る
で

ち
ゃ
ぶ
台
返
し
の
よ
う
に
改
悪
す
る
。
ト
ッ
プ

ス
ピ
ー
ド
に
乗
っ
た
と
き
に
突
然
ス
ト
ッ
プ 

を
か
け
ら
れ
、
都
政
は
前
に
つ
ん
の

め
る
寸
前
で
す
。
そ
れ
を
何
と
か
支

え
て
い
る
の
は
、
都
の
職
員
で
あ
り

我
々
自
民
党
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
状

況
か
ら
一
刻
も
早
く
脱
す
る
た
め

に
、
皆
様
現
場
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
都
政
に
反
映
し
て
参
り
ま
す
。

何
卒
、
本
年
も
ご
支
援
ご
指
導
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

を
持
ち
ま
し
て
、
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

『
政
治
と
は
、
道
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。』
こ

れ
は
、
私
の
祖
父
、
元
都
議
会
議
員
田
村
利
一
の

言
葉
で
す
。
こ
こ
で
言
う
『
道
』
と
は
、
人
々
の

生
活
や
、
経
済
を
支
え
る
比
喩
と
し
て
の
『
道
』

で
あ
り
、
同
時
に
実
際
の
『
道
路
』
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
や
維
持
を

担
う
皆
様
方
の
仕
事
は
、
政
治
そ
の
も
の
と
最
も

密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
現
在
の
東
京
都
は
、
入
札
制
度
改
革 

 



 


